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［Abstract］
As the Internet is part of the infrastructure of our society today, the stable and uninterrupted operation of the critical services that 
constitute the Internet is not essential to the stable operation of the Internet alone, but to our society as a whole. The domain 
name system is one of the critical services that underlie the Internet and its operation and management is an important element 
of the well-being of the Internet from a technical perspective. Although governance in the administration and operation of the 
domain name system is one of the most important issues in privately-led administration of the Internet, the administration of the 
country-code top-level domain (ccTLD) is not fully in the governance mechanism of the rest of the Internet. The objective of 
this article is to provide a statistical and economic account of ccTLD use, so as to examine how the commitment to serve the 
residents of the relevant country or territory as well as the global Internet community has been fulfilled as claimed in earlier 
policy documents. 
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1. はじめに 

 今日、インターネットは社会のインフラであると言われるようになった。インターネットを構成する各種サー

ビスが安定的に提供されることは、インターネットの安定的な運営にとって必要なだけでなく、私たちの安定的

な社会生活を営む上でも重要なことである。インターネットを構成するそのようなサービスの一つにドメイン名

がある。ドメイン名の管理運営は、技術的な課題であるだけでなく、インターネットガバナンスと呼ばれるイン

ターネットの民間主導の自主管理のあり方における最重要課題の一つである。

 本稿の目的は、インターネットのドメイン名における国別トップレベルドメイン名（ccTLD）の利用と管理運営

の実態について、これまで十分明らかにされてこなかった登録料と登録数の観点から分析を行い、今後の ccTLD

の管理運営についての課題を明らかにすることである。

 

2. インターネットのドメイン名における ccTLDの位置づけ 

 

 インターネットのドメイン名は、インターネット上の資源を示すURLや電子メールアドレスの一部として広く

使われているほか、XML の名前空間の識別子や電子証明書の識別子の一部としても活用されている。ドメイン名

は階層構造をもち、最上位のトップレベルドメイン(TLD)には、大別すれば、用途・目的を問わない汎用 TLD

（generic TLD/gTLD）、特定の用途・目的のために使われることを前提としたスポンサード TLD（sponsored 

TLD/sTLD）、および国・自治領等に割り当てられた国別TLD (country-code TLD/ccTLD）がある。インターネット

ガバナンスと呼ばれる、インターネットの国際的な自主管理のあり方の議論は、ドメイン名の管理運営の商用化

に端を発しており、ドメイン名のあり方は、資源識別の方法にとどまらず、インターネットそのもののあり方と

も深く関わっている。 

 ドメイン名の管理運営に関するインターネット横断的な調整・統括は、アメリカ商務省との契約[1]の下に、在

米非営利組織であるInternet Corporation for Assigned Names and Numbers（ICANN）が行っているが、gTLD/sTLD

とccTLDとでは、管理運営のあり方が大きく異なる。gTLD/sTLDは、ICANNとの契約関係の下に管理運営が行われ
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